
三河港湾
みかわこうわん

三河港湾事務所だより

国土交通省中部地方整備局
三河港湾事務所発行（№225）

三河港湾事務所ホームページ  http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/

三河港湾事務所公式Facebookページ
https://www.facebook.com/mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/

国土交通省 中部地方整備局

三河港湾事務所
公式Facebookページ

4月27日（月）、鈴与自動車運送（株）の新入社員4名の皆さんが、
三河港の見学に来てくださいました。港内見学では、ポンツーンを出
発し、神野地区・明海地区・田原地区を約1時間かけて巡りました。
出航前は小雨が降り、波の心配もありましたが、次第に天気も回復し、
気持ちの良い港内見学になりました。
帰り道には質問タイムを実施。参加者の皆さんからは多くの質問をい
ただき、私たち職員にとっても学びの多い、貴重な時間となりました。

「みなとの見学」にお越しいただき、ありがとうございました！！

三河港湾事務所では、「みなとの見学」や「出前授業」を受け付けています。
普段なかなか見ることのできない港の施設や役割について、実際に訪れて学べる「みなとの見学」。また学校や地
域の集まりに職員が出向き、三河港の役割や物流の仕組みをわかりやすく説明する「出前講座」も実施しています。

港の魅力や重要性を知る絶好のチャンス！
ぜひ、この機会に参加してみませんか？

お問い合わせ・申し込みは三河港湾事務所
TEL：0532-32-3252
担当：山脇、岩田（企画調整課）

4月16日（木）、三河港で韓国の自動車メーカー「Kia（キア）」の車が、
国内で初めて陸揚げされました。豊橋市の神野ふ頭では、巨大なPCC船
（自動車運搬船）から真新しい車が整然と並べられていく様子が見られ、港
は大きな注目に包まれました。

この日、三河港に到着したのは「PV5（ピーブイファイブ）」と呼ばれる
電気で走るバンです。人を乗せる仕様と荷物運搬用の仕様があり、どちらも
走行中に二酸化炭素を出さない、環境に配慮した車として開発されました。
使い勝手の良さやデザイン性が海外で高く評価され、世界的な「バン・オ
ブ・ザ・イヤー」などの賞も受賞しています。

三河港は、完成車の輸入台数で33年連続日本一を誇る、日本有数の“車の
港”。新たな海外メーカーの参入は、2023年のヒョンデ以来およそ3年ぶ
りとなり、これで三河港を利用する自動車ブランドは27に広がりました。

Kiaの車は、この春から国内で順次販売を開始していきます。環境にやさし
い車の選択肢が増えることで、暮らしや物流の形にも新しい変化が生まれそ
うです。三河港から広がる新たな動きに、今後も目が離せません。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに  よくなれ   みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

５月30日の「ゴミゼロの日」にちなみ、当事務所では5月26日（火）に春の530
（ゴミゼロ）運動を実施し、職員が参加しました。
この活動は、地域の環境美化や清掃意識の向上を目的としたもので、1975年に始
まり、今年で51年目を迎えます。

今年度も、お昼休みの時間を活用して取り組みました。
当日は、事務所周辺の歩道や道路わきに落ちているゴミを丁寧に拾い集めました。
空き缶やたばこの吸い殻、ビニール袋など、短い時間でも多くのゴミが集まり、私
たちの身近な場所にこそ環境への配慮が必要であることを改めて実感しました。

今後も地域の皆さまと協力しながら、きれいなまち・港づくりを目指していきます。

形原温泉あじさいの里：６月 賀茂しょうぶ園：６月

三河湾再生のあゆみ ～未来へ残す海づくりの記録～

三河湾は、かつては沿岸部でアマモ場が多くみられ、多くの魚が群れる水産資源の豊かな海でしたが、1970年代、
高度経済成長期の産業発展に伴い、埋立てによる沿岸部の開発が進み、干潟や浅場が減少するにつれ、海水を濾過・
除去する機能を持つアサリなどの生物の生息場所も減少してしまいました。三河湾が持つ本来の自然浄化機能が低下
するにつれ、赤潮や苦潮などが増加し、海域環境や漁業資源へ深刻な影響を与えました。

これらの状況から、海の自然浄化機能を高めることを目的に、三河湾の湾口部に位置する中山水道航路の整備により
発生する良質な浚渫土砂を有効活用したシーブルー事業を実施しました。
平成10年度から平成16年度の間に実施されたシーブルー事業では、三河湾内の39箇所において、620万㎥の浚渫土
砂を用いて、約620haの干潟及び浅場の造成などを実施しました。

モニタリングの結果、水質・低質の改善が見られ海生生物・鳥類の多様化など多大な効果が見られました。
これからも三河湾の環境を守りつつ、三河港の整備を進めてまいります。

三河湾内で人工干潟等を造成した箇所 人工造成干潟（蒲郡市）


	スライド番号 1
	スライド番号 2

